
公立大学法人神戸市外国語大学と神戸市教育委員会との 

連携協力に関するアクションプラン 

 

１．趣旨 

200８年（平成 20 年）8 月 27 日、公立大学法人神戸市外国語大学（以下「神戸

市外大」という。）と神戸市教育委員会（以下「神戸市教委」という。）は、相互の人

的・知的資源の交流活用を図り、相互に有意義と認められる諸事業を行うことにより、

相互間の教育・研究の充実及び発展に資することを目的に、連携協力に関する協定を

締結した。 

当アクションプランは、この連携協定書の趣旨に基づき、双方がこの協定書に記さ

れた内容を推進していくにあたり、既に実施中の事業等も含め内容を具体化し、着実

に実施するための計画を定めるものである。 

 
 

２．経緯 

・平成 20 年 2 月     連携協議会開催 

・平成 20 年 8 月     連携のための協定書の締結 

・平成 21 年 9 月～12 月 双方の構成員によるワーキングを経てアクションプラン

を策定 

 

 

３．期間 

平成 22 年度から概ね５年間 

※ただし、法律・制度、社会情勢、あるいは双方の基本計画等の変更等により、

アクションプランそれぞれの改廃・追加等の可能性もあり、適宜、更新や見

直しを行うものとする。 

 

４．アクションプランの位置づけ 

・神戸市外大  

中期計画（平成 19 年度～24 年度）に位置づけられた神戸市外大の地域貢献事

業の主要項目である教育委員会との連携を具体的に推進する計画と位置づける。 



・神戸市教委 

神戸市教育振興基本計画 （平成 21 年度～25 年度）における４つの目標と 10

の施策、40 の重点事業との整合性に配慮し、個々の施策、重点事業に沿った個別

の実施推進プログラムと位置づける 

   
 

 

５． アクションプランの体系 

  連携して行う事業は、協定第 2 条第１～４号にあたる①「神戸市立学校の教員に

対する英語及び英語教授法の学習機会の提供」②「児童・生徒・学生らの国際交流

に関する理解の推進」③「大学院学生・学部学生等による神戸市立学校教育活動へ

の支援の推進」④「神戸市立高等学校教育の振興」とする。 

これら４つの事業の実施にあたっては、神戸市外大及び神戸市教委相互に人的・

知的資源を交流させることにより、教育・研究を充実・発展させることをめざす。 

 

 

 

【体系図】 
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６． アクションプランの設定 

ア ク シ ョ ン プ ラ ン 
 

 

 
１．英語指導及び教育実践に係る研修・授業の実施  

神戸市立学校の教

員に対する英語及

び英語教授法の学

習機会の提供 

 
２．小学校における英語活動支援の実施  

 
３．リカレント教育への協力的な環境の整備  

 
４．英語科教員免許更新研修の実施 

 

 
５．サマースクールなどによる児童・生徒の国際理解の促進  

 
児童・生徒・学生

らの国際交流に

関する理解の推

進 

６．ALT の協力による英語会話チャットの実施  

 
７．近隣小学校の大学訪問  

 
８．外大生の教育実習・授業見学等の積極的受入れ  

 

 ９．神戸市立小学校・中学校・高等学校におけるスクールサポ

ーター及びインターンシップ制度の活用  
大学院学生・学部学

生等による神戸市

立学校教育活動へ

の支援の推進 

 

10．イングリッシュサポーター制度への協力  

 

 11．教職課程科目における連携 
 

 
12．高校におけるキャリアサポートプログラムへの支援  

  

神戸市立高等学

校教育の振興 

13．外大教員による幅広い領域での授業支援  

 

 
14．市立高校生の外大訪問の積極的受け入れ 

 

 

 その他の連携 15．幅広い人的資源の相互交流 
 



アクションプラン－1 

英語指導及び教育実践に係る研修・授業の実施 

 

【概要】 

平成 23 年度に必修となる小学校英語活動の充実を図るため、神戸市教委は各

小学校の英語活動を中核となって推進する教員（中核教員）の英語活動実践力の

向上と校内研修を円滑に運営できる知識・技能の習得をめざす「小学校英語活動

中核教員研修」や、中学校・高等学校の英語科教員の指導力向上を図る「中・高

英語科教員スキルアップ研修」を神戸市外大の教員と協力して実施する。 

また、神戸市外大教員は各市立学校からの依頼に応じて英語教育指導に出向く

ほか、ＡＬＴ中間期研修等の講師やＳＥＬＨi 事業など特定校の特定事業におけ

る指導者としての関与を積極的に行う。 

 

 

 

アクションプラン－２ 

小学校における英語活動支援の実施 

 

【概要】 

神戸市立小学校からの依頼に基づき、神戸市外大教員の派遣や学生の参加によ

る授業支援や指導力向上の研修を実施する。 

 

 

 

アクションプラン－３ 

リカレント教育（大学院英語教育学専攻科）への協力的な環境の整備 

 

【概要】 

3 年以上の教育経験を有する現職の英語教員を対象に開設されている神戸市

外大の修士課程（英語教育学専攻科）の存在について、神戸市教委は市立学校教

員の認知度を高める広報や推奨等を積極的に実施する。 

また神戸市教委は、当プログラムへの入学を含め英語教育についての関心度や

要望に係る現職教員へのアンケート調査を実施し、またこのプログラムを英語教

員の研修制度に位置づける等の支援体制について検討するなど、リカレント教育

への協力的な環境を整備する。 

 

 

 



アクションプラン－４ 

英語科教員免許更新講習の実施 

 

【概要】 

平成２１年度から実施している教員免許更新制度に合わせ、英語教育について

の「選択領域（18 時間）に関する講習」を神戸市外大において実施する。大学

院の英語教育学専攻（リカレント教育）の授業の一部を当講習に提供する。 

 

 

 

アクションプラン－５ 

サマースクールなどによる児童・生徒の国際理解の促進 

 

 

【概要】 

神戸市立中学生が、神戸市内の学校で英語授業の補助を行う ALT(Assistant 

Language Teacher)や神戸市外大生と英語を通して交流し、コミュニケーショ

ンの大切さ楽しさ、難しさを体験したり、英語以外の外国語にふれることにより、

言語への興味、関心を高め、国際理解の一助となる「イングリッシュ・サマース

クール」を神戸市外大で実施する 

また、神戸市外大の日本語教育プログラムを学習する留学生の神戸市立学校訪

問を通じて交流することにより国際理解教育を推進する 

 

 

 

アクションプラン－６ 

ALT の協力による英語会話チャットの実施 

 

【概要】 

神戸市で勤務するＡＬＴの協力を得て、会話機会の確保や異文化交流の機会を

得るために外大生との英会話チャットを実施する。 

（神戸市外大国際交流センターにおいて、ＡＬＴの平日の勤務終了後の夕方 2 時

間程度） 

 

 

 

 

 



アクションプラン－７ 

近隣小学校の大学訪問 

 

【概要】 

神戸市外大は「神戸市立東町小学校との取組み」など近隣小学校の英語活動へ

の支援と児童の国際理解教育を実施する 

※神戸市立東町小学校へはその校区にある神戸市外大から教員が出向き小学校

の英語活動支援を行っている。東町小学校の英語活動は、「人と関わる」経験を

重視し、４年生で「英語で小学校の学校案内」（保護者を迎えて校内を英語で案

内する）、５年生では校内での「先生がたへの英語インタビュー」という活動を

経て、６年生では外大にやって来て英語で先生や学生にインタビューを行う。 

 

 

 

アクションプラン－８ 

外大生の教育実習・授業見学等の積極的受入れ 

 

【概要】 

   外大生の教育実習、介護等体験の受入れにおいて、神戸市教委は人数や場所、

日程に配慮した実習機会を積極的に確保するとともに、事前、事後指導の連携を

強化する。 

また、神戸市教委は学校現場で神戸市外大生の授業見学・参加の実施に向けて

積極的に取組む。 

 

 

 

アクションプラン－９ 

神戸市立小学校・中学校・高等学校におけるスクールサポーター及びインター

ンシップ制度の活用 

 

【概要】 

主として教員志望の大学生・大学院生が、市立の小中学校において授業の指導

補助や学級活動の指導補助・行事の指導補助等を行うことにより学校現場の教育

活動を支援するとともに、学校現場の教育体験により教育の厳しさや喜びを体験

し、教職を目指す者としての自覚を高めることを目的とする「スクールサポータ

ー制度」や、学校現場（主として高校）で一定期間、学校行事・部活動の指導補

助や授業の実施を含め、学校の様々な業務を体験することで、教職への適性、教

職の能力を高めることを目的とする「学校インターンシップ制度」を神戸市外大



は積極的に活用するほか、神戸市外大生がこれらの制度への参加により単位を取

得できる科目（神戸・教育インターンシップ）を設置する。さらに、これらの制

度を支援するため平成 21 年（2009 年）1 月に発足したプロジェクトチームに

よる学生へのサポートを充実させる。 

また、神戸市立高等学校においては、神戸市外大生が神戸市立高校生の英語学

習を継続的にサポートできるインターンシップ制度や学校業務全体を把握でき

る「一日学校インターンシップ体験」等、各高校の独自性を活かした制度を実施

する。 

 

 

 

アクションプラン－１０ 

イングリッシュサポーター制度への協力 

 

【概要】 

神戸市立小学校が実施する英語活動を推進するために、大学生・大学院生等を

小学校に配置し、英語活動を担当する教員の指導補助を行うことによって学校現

場の教育活動を支援する「イングリッシュサポーター制度」に、語学を専門とす

る神戸市外大生として積極的に協力する。 

また、学校教育活動を通じて、教育の厳しさや喜びを体験し、教職を目指す者

としての自覚を高める。 

 

 

 

アクションプラン－１１ 

教職課程科目における連携 

 

【概要】 

   神戸市外大の教職課程の充実を図るため、講義計画や既存教職科目における学

校現場の視点からの助言、また 20１０年度新設科目（２０１３年度開講予定）

「教職実践演習」に対する指導・助言など教職課程における神戸市教委との協

力・連携を強化する。 

 

 

 

 

 

 



アクションプラン－１２ 

高校におけるキャリアサポートプログラムへの支援 

 

【概要】 

神戸市外大生が自分の「就職活動体験」を高校生に直接語りかける「就職活動

報告体験会」（２００８年度須磨高校で実施）の開催など、神戸市立高校生に対

するキャリア教育へのサポートを実施する。 

※須磨翔風高校に設置された「キャリアセンター」との連携事業 

 

 

 

アクションプラン－１３ 

外大教員による幅広い領域での授業支援 

 

【概要】 

ＵＮＩＴＹで実施している高校生も対象にした高大連携講座を参考に、外大教

員が学校現場に出向き、幅広い領域の授業を実施する。 

 

 

 

アクションプラン－１４ 

市立高校生の外大訪問の積極的受け入れ 

 

【概要】 

神戸市外大は、神戸市立高等学校の希望に応じて本学の訪問を受入れ、模擬授

業、施設案内、大学生との交流など充実した対応を行う。 

 

 

 

アクションプラン－１５ 

幅広い人的資源の相互交流 

 

【概要】  

神戸市外大の教員が神戸市教育委員会の審議会等の委員として参画する一方、

神戸市外大は神戸市教委教員を大学の非常勤講師として委嘱するなど教員等の

交流を積極的に推進し、幅広い人的資源の相互交流による教育効果を高める。 


